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８
月
29
日
に
わ
が
国
初
の

バ
イ
オ
マ
ス
（
未
利
用
材
・

廃
材
チ
ッ
プ
だ
け
を
燃
料
）

発
電
所
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
木
か
ら

生
ま
れ
た
電
気
を
供
給
す
る

「
環
境
性
と
経
済
性
の
両

立
」
を
目
指
す
画
期
的
な
発

電
所
で
あ
る
。
燃
料
は
木
質

チ
ッ
プ
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
循
環
流
動
層
ボ
イ

ラ
ー
、
蒸
気
発
生
量
45
ｔ
／

ｈ
、
発
電
出
力
１
万
kw
／
ｈ
．

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
で
の
売
電
事
業
で

あ
る
。

　

燃
料
は
製
材
業
者
、
土
木

業
者
、
造
園
業
者
、
林
家
、

解
体
業
者
、
農
家
が
中
間
処

理
業
者
へ
持
ち
込
ん
だ
材
料

を
燃
料
供
給
業
者
が
チ
ッ
プ

化
（
木
片
で
は
な
く
細
か
く

砕
い
て
バ
ー
ク
堆
肥
に
す
る

際
の
加
工
の
よ
う
に
微
細

化
）
し
た
も
の
を
利
用
し
て

い
る
。

　

発
電
機
の
型
式
は
三
相
交

流
同
期
発
電
機
で
出
力
は

１
１
１
１
２
Ｋ
Ｖ
Ａ
で
、
一

般
家
庭
に
換
算
す
る
と
約

１
万
世
帯
分
の
電
気
を
供
給

で
き
る
。

　

発
電
所
の
プ
ラ
ン
ト
建
設

地
周
辺
で
の
心
配
は
騒
音
と

煤
煙
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
外

部
で
は
普
通
に
会
話
が
で
き
、

「
静
か
だ
ね
」
が
感
想
で

あ
っ
た
。
煤
煙
に
つ
い
て
は
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
い
う
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
燃
焼
後
の

微
小
な
灰
）
を
集
塵
除
去
す

る
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
燃
焼
に
よ
り
発
生
す

る
窒
素
酸
化
物
は
制
御
室
で

監
視
さ
れ
中
和
固
定
さ
れ
て

い
る
。

　

電
気
固
定
価
格
買
取
制
度

が
去
る
７
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
。
バ
イ
オ
マ

ス
・
固
形
燃
料
木
材
は
13.65
円

〜
33.6
円
／
１
ｋ
ｗ
ｈ
と
な
っ

て
い
る
。
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
今
世

紀
に
課
せ
ら
れ
た
至
上
命
題

で
あ
る
。
一
方
、
本
町
の
財

産
で
あ
る
木
材
を
100
㌫
活
用

し
、
木
材
価
格
が
低
迷
し
て

い
る
中
、
山
元
が
元
気
に
な

る
取
り
組
み
と
し
て
調
査
と

研
究
を
重
ね
実
現
化
に
向
け

て
検
討
す
る
こ
と
望
む
。

て
、
地
方
公
共
団
体
が
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
森
林

吸
収
源
対
策
等
を
一
層
支

援
す
る
た
め
、
従
来
の
森

林
・
林
業
振
興
対
策
に
加
え
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
暫
定
事

業
費
」
を
地
方
財
政
計
画
に

臨
時
特
別
枠
と
し
て
予
算
措

置
さ
れ
た
。
事
業
費
総
額
は

100
億
円
（
都
道
府
県
分
50
億

円
、
市
町
村
分
50
億
円
）
で
、

全
国
の
市
町
村
に
は
森
林
面

積
（
公
有
及
び
私
有
の
林
野

面
積（
ha
）×
294
円
）
に
よ
り

配
分
さ
れ
、
平
成
23
年
度
は

普
通
交
付
税
で
723
万
1
千
円

交
付
さ
れ
、
本
年
度
も
交
付

さ
れ
る
。

　

本
議
員
連
盟
の
活
動
と
し

て
は
、
全
国
創
設
促
進
連
盟

（
市
町
村
長
の
組
織
）
が
連

携
し
て
衆
参
両
院
の
全
国
会

議
に
要
請
活
動
を
実
施
し
、

本
連
盟
の
活
動
も
今
年
が
正

に
正
念
場
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
そ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

８
月
３
日
愛
媛
県
東
温
市

に
お
い
て
、
第
12
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
都
築
正
光

議
長
が
副
会
長
に
就
任
し
た
。

　

平
成
13
年
に
設
立
さ
れ
た

本
議
員
連
盟
は
、
現
在
36
市

町
村
議
会
の
加
盟
に
よ
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度

も
引
き
続
い
て
四
国
４
県
の

全
市
町
村
議
会
の
加
入
を
目

指
し
、
組
織
加
入
要
請
活
動

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

四
国
は
一
つ
の
意
識
で
会
員

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ

り
強
固
に
構
築
し
、
関
係
機

関
と
情
報
交
換
を
密
に
し
な

が
ら
、
環
境
保
全
や
森
林
保

全
に
努
め
、
水
害
及
び
土
砂

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
り
、
豊
か
で
活
力
あ

る
社
会
と
安
全
で
快
適
な
生

活
の
実
現
に
向
け
、
砂
防
事

業
・
地
す
べ
り
対
策
事
業
等

土
砂
災
害
対
策
事
業
に
関
す

る
予
算
要
望
及
び
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
に
関
す
る
法

律
制
定
等
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

　

７
月
12
日
北
海
道
美
瑛
町

に
お
い
て
、
第
19
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
本
議
員
連

盟
副
会
長
で
あ
る
今
井
安
博

議
員
が
出
席
し
た
。

　

本
議
員
連
盟
は
平
成
６
年

に
設
立
さ
れ
、
現
在
全
国
314

市
町
村
議
会
の
加
盟
に
よ
り
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
議
員
連
盟
は
、
森
林
が

果
た
す
公
益
的
機
能
と
、
そ

の
重
要
性
を
広
く
国
民
に
訴

え
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林

業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な

強
化
を
図
る
た
め
、
二
酸
化

炭
素
排
出
源
を
課
税
対
象
と

し
て
最
も
重
要
な
機
能
を
有

す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等

を
市
町
村
が
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
地
方
財
源
を
確
保

す
る
た
め
の
、
新
た
な
税
財

源
で
あ
る
「
全
国
森
林
環
境

税
」
の
早
期
実
現
を
目
指
し

て
、
全
国
の
関
係
市
町
村
議

会
が
一
致
団
結
し
、
よ
り
強

力
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
永
年
の
活
動
の
効
果

も
あ
り
、
平
成
23
年
度
、
平

成
24
年
度
に
お
い
て
、
具
体

的
な
地
方
財
政
の
確
保
・
充

実
策
と
し
て
平
成
25
年
度
の

実
施
に
向
け
た
成
案
が
得
ら

れ
る
ま
で
の
間
の
措
置
と
し
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全国森林環境税創設促進
　議員連盟第19回定期総会開催

第12回四国土砂防災ネットワーク
議員連盟定期総会開催

　（株）ミツウロコ岩国発電所

副会長今井安博議員閉会挨拶

　
　
編
　
集
　
後
　
記　

　

広
報
編
集
委
員
会
の
一
員
で
あ
る
小
川
議
員
が
、
先
日
め

で
た
く
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
ご
訃
報
が

多
い
中
、
飛
び
切
り
の
お
め
で
た
い
朗
報
に
接
し
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
よ
き
伴
侶
を
得
た
彼
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
９
月
は
敬
老
会
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
台

風
の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
敬
老
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ

れ
ば
、「
多
年
に
渡
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

元
来
敬
老
の
日
は
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村
の
村
長
が

昭
和
22
年
に
提
唱
し
た
「
と
し
よ
り
の
日
」
が
始
ま
り
で

す
。「
老
人
を
大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
、
農
閑
期
で
気
候
も
良
い
9
月
中
旬
の

15
日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
、
当
時
か
ら
敬
老
会
を

開
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
昭
和
25
年
か
ら
は
兵
庫
県
全

体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
全
国
に
広
が
っ
た
よ
う

で
す
。
昭
和
39
年
に
は
「
と
し
よ
り
」
と
い
う
表
現
は
「
老

人
の
日
」
と
改
称
さ
れ
、
更
に
翌
年
、
国
民
の
祝
日
「
敬
老

の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
日
浦
集
落
で
は
、
大
正
時
代
か
ら
敬
老
会
を
開
催

し
て
お
り
、
本
年
で
99
回
目
に
な
る
と
お
聞
き
ま
し
た
。
来

年
は
100
回
目
を
迎
え
、
大
正
か
ら
一
回
も
欠
か
さ
ず
開
催
し

て
い
る
例
は
全
国
で
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
社
会
へ
の
功
労
者
で
あ
る
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
若
年
者
が
高
齢
者
の
福
祉
に
関
心
を

深
め
る
機
会
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
開
催
さ

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
深
く
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。 
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佐
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【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局
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７
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０
４
６
８
（
直
通
）
ま
で


